
宮
古
島
狩
俣
集
落
・
友
利
組

明治中期に誕生した「沖縄式追い込み漁」。海の「けもの道」に張った網に、漁師が素潜りで
魚を追い込む集団漁法です。戦前には数十人規模の組が、九州や伊豆諸島など日本各地のみ
ならず海外にまで出漁するほど勢いがありました。
戦後も、沖縄中に数多くの組がありましたが、1970年代になると姿を消していきます。そして今、
大規模な組は、宮古島の狩俣という集落の友利組のみに。
十数人の乗組員を率いる親方は、87歳の今も現役です。著者は、20年近く前から漁に同行し
て海に潜り、親方や長老の方々から聞き取りも行ってきました。サンゴ礁の地形、潮流、魚の
生態など海の自然を知りつくした追い込み漁の漁師は、さながら海の狩人です。本書は、その生
きざまを漁業史の中でたどるとともに、驚異の身体性、恵み豊かなサンゴ礁の生態系、海の安全
と豊漁を祈る信仰など、さまざまな角度から追い込み漁に迫ります。
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海の狩人たちの記録
2,600円（送料込み・数量限定）でご購入いただけます。お申し込みは裏面で



リーフには、陸でいえば「けもの道」
みたいなものがあるさ。魚は満潮の
ときにリーフに上がってえさを食べ
て、干潮になるとリーフから降りるさ
ね。降りるときは通る道が決まって
いるよ。その場所に網を入れるのが
基本中の基本。ただ「けもの道」
だからといって、めったやたらに網
を張っても、魚は１匹も網には入ら
ないよ。場所のひとつひとつに特
徴があって、これ、全部頭に入って
いないとダメ。（親方の言葉）

『沖縄 最後の追い込み漁』は今なら数量限定！
＼おトクに購入できます／
〈著者の〉海と漁の体験研究所・
特設ホームページにGO▶▶▶▶▶▶ 
https://umi-to-ryo.bibliojp.com/

定価2,860円▶2,600円送料無料

追い込み漁は、魚との知恵比べさ。だから、あらゆる漁の中でも
いちばんおもしろい。モズク養殖は副業さ、ぼくにしてみれば。
追い込み漁が本業。海は季節によって潮も魚も違うから、漁師
はその季節にあった仕事をしないとダメなんだよ。（親方の言葉）

第1章◆魚を狩る漁と漁法の成り立ち
追い込み漁の実際をドキュメンタリーと聞き書きで紹介。また沖縄の追
い込み漁の歴史をたどり、狩俣の追い込み漁の現在地を確認します。
第2章◆哲雄親方70年の漁師人生
親方（友利哲雄さん）の70年にわたる漁師人生を綴ります。
狩俣の海の自然や古い集落のこと、漁師人生をいやおう
なく左右した日本と沖縄の漁業史にもふれます。
第3章◆追い込み漁の魚たち
追い込み漁でとれる魚と生態系がテーマ。カラフルな熱
帯魚や匂いの強い小魚など、「こんな魚を食べるのか！」と驚くようなロ
ーカルフードの世界を紹介。恵み豊かなサンゴ礁の生態系、素潜り漁師
の自然観についても掘り下げます。
第4章◆追い込み漁の身体性
素潜り漁の身体性に注目。潜水につきまとう水圧の変化、息こらえと溺
れ、危険生物とのつき合い方など、さまざまなリスク回避について紹介
します。
第5章◆女たちが守るシマと海の男たち
海の安全と豊漁を願う祭祀、縁起かつぎ、民間巫者ユタの存在など、素
潜り漁師の精神世界をのぞきます。親方のお母さんはユタであり、集
落祭祀の神役でもありました。海で生きる人びとを守る「目には見えな
い力」に思いをはせます。
第6章◆追い込み漁の今とこれから
追い込み漁の現代的な価値、人と海との距離について改めて考えます。
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改めて
魅了される漁師の生き方、その迫力

網に閉じ込められ、絶体絶命のアイゴの群れ

漁の最終盤、逃げようとする魚との攻防

網の中の魚とハッキリ目が合う木枠の水中メガネを使った最後の世代

親方の友利哲雄さん。潮や地
形を読み、網を張るポイントを
熟考する

早い者勝ちの浜売りは、目と手の動きが忙しい
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素潜り漁では、人間も魚と同じ海の
生き物のよう

息をこらえつつ、力を合わせて袖網
の裾をしぼる

人間の影響で自然がかわるのなら、これは問題だよ。（親方の言葉）


